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分 野 を 超 え た 研 究 ・教 育 が 新 た な 学 問 フ ィール ドを創 造 。

21世 紀 を 担 うテ ク ノロ ジ ー は 、ここか ら生 まれ る 。

¶
ll 　

生物 の持つメカニズムに学びながら、その優 れた能 力を先端技術 に応用 してきた近畿大 学生 物理工学部。

今 、時代をリードしてきた生物工 学科 ・遺伝 子工学科 ・電子システム情 報工学科 ・知能システム工学科 ・

生体 機械工学科 の5学 科は、生命科 学と工学技術 が融合 するフロンティア領域 としてのライフサイエンス

系学部へ と脱 皮 し、新たな挑戦を続けています。
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工学・農学・理学・医学の

融合から生まれる新たな学問分野。

学 問 の 領 域 を超 えた多 種 多 様 な研 究 テーマが、生 物 理 工 学 部 の魅

力 です。従 来 は異 なる学 部 で研 究 されていた工 学 ・農 学 ・理 学 ・医学

の 分 野 を融 合 させ なが ら、オリジナ ルの 研 究 フィール ドを創 造。一 っ

の 学 部 内 でそれぞれの 研 究 成 果 を持 ち寄 りなが ら発 展 し合 うことに

より、新 たなテーマの発 見 にもつなげます。

バイオテクノロジー・医療工学・

福祉工学・生活科学で構成。

生 物 理 工 学 部 は、バイオテクロノジー ・医療 工 学 ・福 祉 工 学 ・生 活 科

学 か らなる6学 科 で構 成 されてい ます。各 学 科 で共 通 してい るの は、

生 物 の 機 能 を解 明 し、そこか ら得 た 知 見 を社 会 に役 立 つ テクノロ

ジーに応 用 すること。「人 間」「医 療 」「食 」「生活 」「環 境 」「福 祉 」を

キーワードに、次 世代 の 工 学 技 術 を探 究 してい ます。

豊 かな社 会 を実 現 する、未 来 志 向の6学 科 。

生物工 学科

植物や微生物を中心に、分子・細胞レベルから個体・集団レベルに

至るまで、その機能を広く学習。それらの機能を改良し、食糧生産や

環境保全といった問題を解決していくための技術を習得します。

遺伝子
工学科

生物

工学科

遺伝子工学科
遺伝情報の解読、生殖工学技術や遺伝子組換え動物創造、ES細 胞操

作などの手法を学習。食糧の安定供給、再生医療や不妊治療、医薬品

開発など、社会の広い領域にわたっての問題解決をめざします。

'

生物理工学部

システム
ー 生命

科学科

人間
工学科

冷

食品安全工学科

食品安全 冒 医用
工学科 工学科

人 間工 学科

食中毒の予防など「食の安全」に関する技術の開発、クローン技術

や遺伝子組換え技術の「食」利用に関する安全性評価、「食」が持つ

機能性の発見とそれを利用した健康増進などについて学びます。

システム生命科 学科

人の身体的形状や動作、心理特性を配慮した生活に直結する"人 に

優 しいモノづくり"を 追究。今後の福祉社会をリードする研究者・開

発者をめざし、ユニバーサルデザインの心と技術を学びます。

医用工学科

DNA、RNAな どの生命情報や脳・神経系などの生体システムを対

象に、コンピュータを駆使して「生命」の機能や仕組みを解明。新た

な知識を応用して、豊かな暮らしに役立つ技術の開発をめざします。

多彩な講義や医療現場での実践的な実習を通して、高度医療機器

を取り扱う国家資格 「臨床工学技士」の受験資格を得るとともに、よ

り高性能な医療機器を設計・開発する技術者をめざします。

大学院 生物理工学研究科

世界最高水準の研究レベルを誇る「生物理工学研究科」では、生物理工学部の研究成果を、さらに一歩進めた教育研究と技術開発を

展開。その独創 的な研 究・開発は生物工学の枠だけにとどまらず、多様な工学的分野へと応用することにより、これまでにない研究開発

課題を実社会へ提供しています。

分子生物学や細胞生物学の最新知識と生命科学の新技法を、有用物質の

生産や動植物の作出に活用することで、社会への貢献をめざします。

電子情報システム分野と、医療・福祉工学、健康科学、生活科学を連携させる

ことで、人間生活の質の向上に貢献できる教育・研究に取り組んでいます。
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近畿大学生物理工学部紀要投稿規程

（総　則）
第 １条　�近畿大学生物理工学部（以下「本学部」）は、生物理工学部および生物理工学研究科の教育研究活動

に携わる者の研究成果（以下「論文」）を公開する学術誌として、近畿大学生物理工学部紀要（以下
「紀要」）を発行するものとする。

（投稿資格者）
第 ２条　�生物理工学部（以下「本学部」という）紀要の投稿有資格者（論文の筆頭著者）は、次に掲げる者と

する。
（ １）　本学部の専任教員、職員
（ ２）　本学部の学生
（ ３）　本学部の研究員
（ ４）　本学部の専任教員の推薦を受けた同学部の非常勤教員
（ ５）　編集委員会で投稿が認められた者

（投稿内容）
第 ３条　投稿内容はいずれもオリジナルであることを条件に次のとおりとする。
（ １）　研究論文
（ ２）　研究ノート
（ ３）　レビュー
（ ４）　論説
（ ５）　調査報告

（著者等）
第 ４条　原論文が共著の場合、他に本学部以外の者を含んでもよい。

（刊　行）
第 ５条　紀要の刊行は、原則として年 ２回とする。

（投稿申込）
第 ６条　投稿しようとする者は、期日までに編集委員会に申し込むものとする。
　 ２．　前項の申し込み者は、原稿締切日までに原稿を編集委員に提出する。

（論文の受理日）
第 ７条　論文原稿の提出日を論文受理日とする。

（原稿の作成）
第 ８条　原稿の作成上の留意事項は、次のとおりとする。
（ １）　原稿のスタイルは「紀要執筆要領」に従う。
（ ２）　�提出論文は、和文でも英文でもよい。いずれにも表題、著者名および和文には英文抄録を、英文には

和文抄録をつけるものとする。
（ ３）　掲載論文は、原則として刷り上り１６ページ以内とする。
（ ４）　�原稿は印刷したものを ２部提出し、査読の結果採択されたものについては、正原稿を電子媒体の形式

で作成し、印刷原稿 １部を添付して提出する。



（審　査）
第 ９条　投稿された論文の審査は「紀要原稿審査要領」に従うものとする。

（校　正）
第１０条　掲載論文の校正は速やかに行うこととし、内容および図などの変更、追加は原則として認めない。
　 ２．　印刷業者との連絡を必要とする場合は、編集委員会を通じて行うものとする。

（別刷り）
第１１条　別刷りは、論文ごとに５０部を無料配布とし、増刷分の費用は著者負担とする。
　 ２．　希望増刷部数は、編集委員会に申し込むものとする。

（著作権）
第１２条　投稿された論文の著作権は、近畿大学に帰属するものとする。
　 ２．　�掲載論文等は近畿大学学術情報リポジトリに別途収録されるため、当該論文等に第三者の著作物（図

版、図表等）が含まれる場合は、著者がその著作権に係る処理を行うものとする。

（論文等の公開）
第１３条　�投稿者は、掲載論文等が印刷物若しくはインターネット上の電子媒体として、公表されることを原則

として承諾するものとする。

（規程の改廃）
第１４条　この規程の改廃は編集委員会において行うものとする。

（附　則）
この規程は、平成１１年 ９ 月２１日より施行する。
この改正規程は、平成２２年１２月 ２ 日より施行する。
この改正規程は、平成２４年 ７ 月３１日より施行する。



時代に即し、新たなフロンティア領域へ挑む。

分子生物学や細胞生物学の最新知識と生命科学の新技法を、有用物質の
生産や動植物の作出に活用することで、社会への貢献をめざします。

電子情報システム分野と、医療・福祉工学、健康科学、生活科学を連携させる
ことで、人間生活の質の向上に貢献できる教育・研究に取り組んでいます。

生物工学専攻
博士前期課程・博士後期課程

博士前期課程・博士後期課程
生体システム工学専攻
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